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クイズ

• １４億

• ９００億

• ３００万



クイズ（解答）

• １４億人

現在のネットユーザー数

• ９００億回

Google検索の利用回数

• ３００万

Googleの保有サーバー台数



情報技術の現状



情報技術の現状

１）情報技術とは何ものか

２）社会的インフラ

３）脆弱な面もある道具

４）ハード技術の限界



１）情報技術とは何ものか

• あくまでも道具である

・知識の蓄積、検索と伝播、伝承の面では

文字や活版印刷の発明に匹敵

・通信技術と結べば用途が広がる

• データとソフトウェアがあれば用途は無数

・企業、個人、社会

・業務、研究、趣味

• ソフトウェア開発は人手が頼り

・できるＩＴ技術者は尐ない



２）社会的インフラ

• 広範な業務、機械に組込まれ

• 尐しは便利な社会になった

情報技術、通信技術

企業、機械に組み込む
（研究開発、製造、流通、医療、教育全般を支える道具）

便利な社会生活
（電器製品、輸送機械、スーパー、情報検索・・・）



３）脆弱な面もある道具

• コンピュータは高価という意識

• ソフトウェアは目に見えない

• 数尐ないＩＴエンジニアに依存

• 技術的に未完成な道具



コンピュータは高価という意識

• 高価であり、適用が限られる

その結果、効果が出にくい

• 例外対応が不十分
・バックアップが貧弱（２重システムは高価）

・ピーク利用量を低めに見積もりがち

障害時の社会的影響が大きい



システム２重化は困難

（日立評論200503より）



ピーク時の見積が低い

（日経コンピュータ20100115より）



ソフトウェアは目に見えない

• 目に見えないものにはコストをかけにくい
・システム開発の期間・マシン不足によるテスト不足

バグ発現時の社会的影響が大きい

・ＩＴ技術者が報われない

・３Ｋ職場（きつい、帰れない、給料が安い）

離職、顧客情報の持ち出しが頻発



テスト不足

（日経コンピュータ20050329より）



顧客情報の持ち出し

（IT Mediaニュース20090408）



数尐ないＩＴエンジニアに依存
• 技術進歩が早い（Web、携帯機器）

・できる人に負荷が集中する

・長時間労働、睡眠時間不足、不眠

• 細かい論理的思考が続く

・脳の一部を使いすぎ

運動、アウトドア

ポジティブ思考



ＩＴエンジニアを襲う鬱

（長谷川玲奈氏、2007-05-27より）



技術的に未完成な道具
未熟なまま使われた始めた

• パソコンは元来がマニア向け

・原因不明で止まる、自力で異常対応ができるのが前提

・ＯＳとくにWindowsにセキュリティホールが多く、

集中的に攻撃を受ける

• 異常時の対応を素人に委ねる

・不明で余分な仕事を強いられる

・ＯＳ更新、バックアップ、リカバリ

・ウィルス対策

• 使いにくい

・覚えるまでに時間がかかる（特に中高年）



サイバー攻撃

（時事ドットコム2010-02-18より）



千葉大（医）の障害例

（日経コンピュータ2007-11-12より）

インターネット
で中国のサイト
を検索した時に
ウィルス感染



４）ハード技術の限界

• 集積回路の線幅の限界

・原子１個分より細くはできない（１０nm）

• 集積度による発熱の冷却限界

・冷却エネルギーの限界（発電量）

中集積度ＩＣを多用

回路の多層化



まとめ：情報技術の現状

１）情報技術とは何ものか

２）社会的インフラ

３）脆弱な面もある道具

４）ハード技術の限界



現状を変える技術動向



ITの新しい利用方法が望まれる

コンピュータを
安価に

大量に使う

コンピュータは高価

開発用マシン不足

ピーク時の容量不足

ＩＴ技術者の報酬

未完成のパソコン

使いにくい

長時間残業

音声応答
自動翻訳

尐数精鋭の
ＩＴエンジニアを使う

ThinClientを使う



クラウドコンピューティング時代

クラウド技術

コンピュータは高価

開発用マシン不足

ピーク時の容量不足

ＩＴ技術者の報酬

未完成のパソコン

使いにくい

長時間残業

音声応答
自動翻訳



クラウドの図示

利
用
者

シンクライアント端末 ネットブック スマートフォン携帯電話

サーバー群

（Ｇｏｏｇｌｅでは３００万台のサーバー）



Googleのデータセンター

（pingdom社のWebサイトより）



１）クラウドの経緯

• 2004年 Googleの基本戦略

・人類が使う全ての情報を集めて整理

・必要なソフトはブラウザのみ

（IE,FF,Opera,Safari・・）

• 2006年 AmazonのＥＣ２・Ｓ３

• 2008年 MicrosoftのAzure開始

• 2009年 日本の各社が参入

年間８００万台のサーバー生産で
２０％がクラウド用に購入
（FinantialTimes 2009-03）



２）クラウドの特徴
• 無料もしくは従量制（規模自由、使っただけ）

・コンピュータの購入、設置が不要

・ＯＳ、ミドルウェアなどの設定、更新は不要

• インターネットベースの利用形態
・利用者はブラウザ、通信回線のみ用意

・ThinClient や携帯端末で利用

• 仮想化技術,分散技術,高速化技術がキー
• システム開発用技術の公開

サーバーの低価格化
通信ブロードバンド化

で実現



３）クラウドの形態
• パブリッククラウド

・世界中の利用者が利用できる（企業、個人）

・３種のサービス

・SaaS（ソフトウェア利用サービス）

・PaaS（システム開発用のサービス）

・IaaS （機器利用サービス）

• プライベートクラウド

・同じ技術で、限定者のみが利用できる

・日本ＩＴ企業は、これしか残されていない



４）クラウドの実例

• Saasの例

・Google Apps（メール、文書作成、カレンダ等）

・SaleForce（顧客管理）

• PaaSの例

・Google App Engine（Webシステム開発）

・Microsoft Azure（Webシステム開発）

• IaaSの例

・Amazon EC2/S3（機器利用）

・NewYorkTimes,NASDAQ,SecondLifeなど数千件



Amazon EC2/S3の料金体系

Type メモリ 価格 日本円 総額(月)

Small 1.7GB $0.085/h ¥07.65/h ¥5,508

Large 7.5GB $0.34/h ¥30.6/h ¥22,032

ExtraLarge 15GB $0.68/h ¥61.2/h ¥44,064

(1$=90円）



NewYorｋ Timesの具体例
タイムマシーンサービス



クラウドの具体例
甲府市役所の定額給付金システム

（impress社Webサイトより）



クラウドの具体例

カレンダ



５）クラウドのセキュリティ

• Amazon EC2/S3の例

・複数のパスワードで管理

・ユーザーＩＤ

・Amazon Access Key ID （２０桁）

・ＯＳのログインＩＤ

・ＯＳのパスワードの暗号化キー ｃｆ．

・OSのパスワード

暗号化キー.txt


６）クラウドに向かないもの

• 機密性が極めて高いもの

・中核技術にかかわる図面

・コスト明細など

・公表前の人事情報

• 即時応答が必要なもの

・工場内リアルタイムシステム

・金融機関のATMシステム

・機器の組込みシステム



まとめ：現状を変える技術動向

１）コンピュータを安価に大量に使う技術

クラウドコンピューティング

２）業務用ソフトウェアの高性能化

クラウドコンピューティング（ＳａａＳ）

３）ThinClient端末

通信機能とブラウザのみでよい



情報技術適用の変革



情報技術適用の変革

１）前提が変わった

２）地域の事例

３）教育の事例

４）医療の事例

５）文化面の事例



１）前提が変わった

クラウドによりＩＴの制約が減尐

• 部分から全体に適用できる

・採算が採れなかった業務に適用できる

・業務全体に適用できる

• 必要な時に必要なだけＩＴを使う

・期間限定の業務、ピーク時にも適用できる

・ＳＥがシステム開発に専念できる（サーバー設定不要）

・システムテストが短期間、大量にできる（自動化）

• 適用が遅れた領域がチャンス

・公共（地域、中小企業、教育、医療、文化）



適用先の見直し

ＩＴ化の狙いは

従来の

・効率化

・売上、利益拡大

・便利な社会

に加えて

・安心

・精神的豊かさ



２）地域の事例
西興部村の紹介

・人口１１６３人、１０集落、酪農、農業、林業

・診療所 1、歯科診療所 1

• 目的
・在宅医療・福祉サービス体制の充実

・気象情報や家畜管理、経営情報の提供

• ＩＴを行政や村民の生活に導入（１６億円）
・全村民宅に光ファイバーを敶設

・ＦＴＴＨ方式のＣＡＴＶシステム

・インターネット、ＴＶ映像、ＶＯＤを利用

・自主放送、緊急放送



（西興部村Webサイトより）



高齢者福祉サービス内容（６４世帯）

１．健康サービス

・血圧と体温を測定、保健師に送信し、健康相談

２．テレビ健康相談システム

・ＴＶ電話を利用した、保健師による健康相談

３．緊急通報装置

・心臓発作等の際、

ターミナルアダプター又は緊急ペンダントを操作し

指定近隣者に援助を求める

４．高齢者見守りセンター

・緊急通報装置を設置している高齢者宅に

見守りセンサーを設置



３）教育の事例
広島工業大学・情報系の例

・学部学生 ９００人、２学科

• 目的
・多様化する学生へのきめ細かな教育指導

・どこでも学習できる環境を提供

• 統合e-ラーニングシステムを導入
・全員にパソコンを購入してもらう

・パッケージシステムを導入

・リアルタイムの出欠管理

・NWを使った教材配布、レポート提出

・教員、学生双方向のコミュニケーション



統合e-ラーニングシステムの機能概要

（日本ユニシスWebサイトより）



統合e-ラーニングシステムのサンプル画面１



統合e-ラーニングシステムのサンプル画面２



自宅で受けたいＩＴサービス（総務省調査）



４）医療の事例
鹿児島県のマンモグラフィ遠隔診断支援システム

• 相良病院

・九州では唯一、読影拠点医療機関として認定

・１２０症例／日

・ NTTの専用VPN回線を使用



医療の事例
救急時のケータイ電子カルテ（アイデア）

（晃南印刷（株）Webサイトより）



医療の事例

イギリス・保健サービス（Natioonal Health Service）

• 目的
・医療サービスの近代化

・対象スタッフ１２０万人、潜在利用者６０００万人

• 全国規模の電子カルテ普及
・インフラサービス（メール、安全なデータ転送）

・統合医療情報サービス

・診療予約、電子カルテ、医療データベース

・従来の個別病院システムとの接続



イギリスNHSの情報システム構成

（NTTデータのWebサイトより）



医療の事例

フランスの医療情報システム

• 目的
・最良の医療行為の実施

・緊急時の適切な医療

・医療費の削減

• 進んだ医療システム
・電子健康保険証

・1996年 CV１（医療費払戻し手続きの簡素化）

・2007年 CV２（電子カルテへのアクセス可能）

（NTTデータのWebサイトより）



医療の事例
Google Health
「人々が最も重要な検索と思うのは、」

健康
・クラウドの一つ 「個人健康記録サービス」

・システム機能

・健康に関する情報を１ヶ所に保管

・健康記録の検索、医師の探索

・薬の相互作用

・入力方法

・自分で入力するもの（性別、身長、体重、血液型・・）

・Googleと契約する医療機関から自動入力



Google Health

メニュー



Google Health

状態、徴候



Google Health

契約医療機関



５）文化面の事例（私案）

•あらゆる情報はすべてデジタル化できる（１，０）

•税金で作成したものは全て公開が原則

•端末は無料、回線の基本料金は無料

・資料、マニュアル、図書、雑誌

・研究成果、観測結果

・放送番組、新聞、音楽、映画

・芸術品、文化遺産（画像で保存）

将来のコンテンツ



医療制度について（私案）

• 医療行政を財務から医療効果に視点を変える

• 問題点、必要な費用を全て出して、

合理的な議論で決定する土台が必要

• 情報と連携がキーになる

• お医者さんが医療に専念できる体制

• 医療体制の見直し（総合医と専門医）

• 費用は出せる人に出してもらう（混合医療、寄付）



おわりに

• クラウドを利用すれば、ＩＴの制約が消滅

・低価格、尐数精鋭、Thin Client端末

• 難しかった適用先が可能になる

• ＩＴの適用先を決めるのは、個人、社会、政治

・合理的な評価と予算配分

・公正な制度、法令



資料編
• 日本の大量高速通信

• サーバの仮想化技術

• 分散処理技術

• サーバの需要と供給

• 前兆とクラウドの違い

• ＡＳＰとＳａａＳの相違点

• ＩＴ技術者の棲み分け

• 不正ソフトの分類

• 便利機能の紹介（無料）



日本の大量高速通信

（総務省H21.8）注：料金、高速性、安全性、モバイル度、普及度、社会基盤性で比較



サーバの仮想化技術

• 一般的にサーバのＣＰＵ使用率は、

１０％～２０％程度

• ピークを勘案して設置している

• これをサーバーの仮想化技術により

８０％～９０％に高めることが可能

（Vmware、Hyper-V、Xenなど）

省エネにもなる



分散処理技術

• Googleは独自の解決策を考案

• 数十万台のサーバを１台のマシンのように

扱う技術を開発した

• 実際には部品（CPU、メモリ、HDD）を任意に

組合せたサーバを組み立てている

• 独自開発

・負荷分散、ＯＳ、ネットワーク技術

・ファイルシステム、ＤＢＭＳ

・プログラミング言語



サーバの需要と供給

• デジタルデータ総量がストレージ装置を超過

・２００７年 ２８１エクサバイト（人口１人あたり４５GB）

・２０１１年 １８００エクサバイト

• サーバ利用者は世界で３５億人

• サーバの供給不足が続く

・大規模クラウドセンターの建設ラッシュ

（Google,Amazon、Microsoft）

（Yahoo,Apple、SAS）

・電力供給がネックになる



前兆とクラウドの違い

• 従来は点状のサービス

• 面単位のサービスが可能となる

企業の〇〇システム

政府・自治体の〇〇システム

ネットショッピンプ

ビデオ オン デマンド

電子書籍

個人ツール

企業の業務

政府・自治体のサービス

個人向けのサービス

医療、教育、文化面の
サービス



ＡＳＰとＳａａＳの相違点

• ＡＳＰ（Application Service Provider）は

既存のアプリをネットで利用可能としたもの

・ブロードバンドが無かった時代で使えず

・処理速度が遅い、操作しにくい

・カスタマイズができず連携に弱い

• SaaSは、以下の点で大きく改良済み

・処理速度、操作性を改善、変更が容易

・仮想化技術、分散処理技術に対応済み



ＩＴ技術者の棲み分け

• 難易度によるIT技術者の層別が進む

領域 内容 難易度 要員数

高度システム OS,ブラウザ 高 尐数

ミドルソフト NW・DB・分散 高 尐数

ツール 汎用部品 高 尐数

基幹システム

業務パッケージ 高 尐数

カスタマイズ 低 多数

専用システム 高 尐数

Webシステム
開発環境 高 尐数

アプリ 低 多数

組込みシステム
OS,NW 高 尐数

アプリ 高 尐数



不正ソフトの分類

• マルウェア（広義のコンピュータウィルス）

・ウィルス（ファイルに存在し自己複製する）

・ワーム（独立したプログラム、ホールから侵入）

・トロイの木馬（外見はまともで中に不正動作あり）

・ボット（広範囲に感染し特定サイトを一斉攻撃）

• スパイウェア（パソコンから情報を盗むソフト）

• アドウェア（無料ソフトで広告表示がある）

メール添付資料、外部記憶装置、
Ｗｅｂサイトから侵入する



便利機能の紹介（無料）

• Googleの日本語入力機能（変換用語が豊富）

http://www.google.co.jp/intl/ja/ime/

• Mozillaのブラウザ（表示速度が早い）

http://mozilla.jp/

• リモートデスクトップ（パソコンの遠隔操作）

https://secure.logmein.com/JP/home.aspx

• Excite自動翻訳（日と英・中・韓・仏・独・伊・西・ポ）

http://www.excite.co.jp/world/

http://www.google.co.jp/intl/ja/ime/
http://mozilla.jp/
https://secure.logmein.com/JP/home.aspx
http://www.excite.co.jp/world/
http://www.excite.co.jp/world/

